
広報 あそ 2011.12 26

お
知
ら
せ

家庭や事業所での節電を心がけましょう！家庭や事業所での節電を心がけましょう！家庭や事業所での節電を心がけましょう！
　

11
月
に
発
表
さ
れ
た
報
道

資
料
に
よ
る
と
、
福
島
第
一

原
発
事
故
に
端
を
発
し
た
今

夏
の
節
電
対
策
に
お
い
て
、

各
地
域
で
は
概
ね
目
標
と
す

る
電
力
需
要
水
準
で
推
移
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
冬
に
つ
い
て
も
、
各
電

力
管
内
で
対
策
が
取
ら
れ
ま

す
が
、
九
州
電
力
管
内
に
お

い
て
も
電
力
不
足
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
12
月

26
日

２
月
３
日
の
間
、
数

値
目
標
（
５
％
減
）
を
定
め

電
力
需
要
者
に
対
し
て
節
電

要
請
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
も
左
記
の
点
に
つ
い

て
留
意
い
た
だ
き
無
理
の
な

い
範
囲
で
節
電
に
か
か
る
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

節電メニュー 節電方法 節電効果
（削減率）

暖房 エアコン使用の場合、フィルターを定期的に
掃除し、室温20℃設定を心がけましょう。 7％

照明

不要な照明を出来るだけ消しましょう。
白熱電球1個(60形の場合、54W)は最新式の
32V型液晶テレビとほぼ同じ電力を消費しま
す。白熱電球を電球形蛍光ランプ(12W)に交
換することで42W、LED電球(8W)に交換す
ると46W程度節電することが出来ます。

4～6％

冷蔵庫
設定を「弱」に変えましょう。
扉を開ける時間を短くし、詰め込みすぎない
ようにしましょう。

1～2％

待機電力 電化製品は本体の主電源を切りましょう。
使わない機器はプラグを抜きましょう。 1～2％

温水洗浄便座
便座保温・温水の設定温度を下げましょう。
熱の放散を防ぐために不使用時はふたを閉め
ましょう。

1％

※ 冬場は朝と夕方以降の2回ピークがあります。特に夕方の電気製品利用が
重ならない取り組みを行いましょう！

※ガス・石油ストーブ等を使用される場合には、必ず換気をしましょう。

【問い合わせ先】市民環境課 生活環境係　☎２２－３１３５

　

新
卒
者
等
就
職
支
援
と
県
内
企

業
の
若
年
労
働
力
確
保
を
目
的

に
、
県
内
企
業
と
の
合
同
面
接
会

「job navi SEC
O
N
D
 

学
生

等
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

○
日
時
　

１
月
24
日

　

午
後
０
時
45
分

４
時

（ 
求
人
者
受
付
正
午

、
求
職
者
受

付
午
後
０
時
30
分

３
時
30
分
）

○ 

場
所
　

興
南
会
館

　

（
熊
本
市
本
山
町
１
３
１
）

○ 

参

加

企

業
　

job navi 
SEC

O
N
D

学
生
等
就
職
面
接

会
30
社
（
予
定
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○ 

申
込
先
　

管
轄
の
各
ハ
ロ

ワ

ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

○
申
込
期
限
　

12
月
15
日

○ 

参
加
対
象
者
　

大
学
（
院
）・

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の

就
職
未
内
定
の
方
及
び
卒
業
後

概
ね
３
年
以
内
の
方
（
高
校
卒

業
予
定
者
及
び
25
年
４
月
卒
業

予
定
者
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○ 

問
い
合
わ
せ
先
　

熊
本
労
働
局

職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

☎
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
３

学
生
等
就
職
面
接
会

○
第
１
次
試
験
日
　

２
月
18
日

○ 

試
験
地
　

阿
蘇
広
域
行
政
事
務

組
合
　

大
阿
蘇
環
境
セ
ン
タ

未
来
館(

跡

瀬
１
７
７
番
地)

○
受
付
期
間

　

１
月
16
日

２
月
３
日

　

午
前
８
時
30
分

午
後
５
時
　

　

（ 

但
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及

び
祝
日
は
除
く
）

○
試
験
区
分
等

　

▼
区
分
　

高
等
学
校
卒
業
程
度

　

▼
職
種
　

一
般
事
務

　

▼
採
用
予
定
人
数
　

２
人
程
度

　

▼ 

職
務
内
容
　

事
務
部
局
・
議

会
等
に
所
属
し
、
一
般
事
務

に
従
事
し
ま
す
。

○
受
験
資
格

　

▼
職
種
　

一
般
事
務

　

▼ 

受
験
資
格
　

昭
和
61
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※ 

右
記
試
験
の
合
格
者
は
、
３
月

（
予
定
）
に
二
次
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

○ 

問
い
合
わ
せ
先
　

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

　

☎
２
４
‐
５
１
１
１

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

く ら し の お 知 ら せ



　

阿
蘇
保
健
所
で
は
、
心
の
健
康

に
関
す
る
ご
相
談
を
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

　

心
の
健
康
や
精
神
保
健
福
祉
に

関
す
る
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
る

方
、
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
毎
月
第
２
火

曜
日
は
嘱
託
医
（
精
神
科
医
師
）

に
よ
る
相
談
日
と
な

て
お
り
ま

す
（
要
予
約
）
。

　

ま
ず
は
、
電
話
ま
た
は
来
所
に

て
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
保
健
所
保
健
予
防
課
　

　

☎
３
２
‐
０
５
３
５

保
健
所
に
お
け
る
心
の
健
康
相
談

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

○ 

対
象
者
　

旧
ソ
連
邦
又
は
モ
ン

ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦
後

強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22
年
６

月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る

ご
存
命
の
方
（
特
別
措
置
法
施

行
日
（
平
成
22
年
６
月
16
日
）

以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
相

続
人
は
請
求
で
き
ま
す
が
、
施

行
日
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

ご
遺
族
等
は
対
象
外
。）

○ 

請
求
受
付
期
間
　

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

※ 

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
請
求
期
間

内
に
特
別
給
付
金
の
支
給
の
請

求
を
し
な
か

た
場
合
に
は
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
そ
の
他
　

・ 

請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
左
記
基
金
か
ら
請
求
書
類

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
至

急
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・ 

既
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ
れ
た

方
は
、
再
度
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ
先
　

独
立
行
政
法

　

人
　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

☎
０
５
７
０
‐
０
５
９
‐
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

特
別
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
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農林水産大臣から
感謝状が贈られました
　「統計の日」を記念して、農林水
産省が実施する農林水産統計調査に
永年にわたってご協力いただいた
方々に対し、その功績を称え農
林水産大臣から感謝状が贈られ
ました。
　今年は、阿蘇市から園田 盡
さんが農業経営統計調査に永年
（１５年）協力されたことによ
り贈呈されました。

◎「統計の日」とは
　１０月１８日は、昭和４８
年７月の閣議了解により、「統
計の日」と定められました。
　これは、統計の重要性につい
て、国民の皆様に関心と理解を
もっていただき、統計調査に対
する一層の協力を推進すること
を目的に設けられたものです。
　この１０月１８日は、我が国
における近代産業統計の源であ
る「府県物産表」に関する太政
官令が布告された明治３年９月
２４日を、太陽暦に換算した日
が１０月１８日だったことによ
ります。

◎「
１

年７
計の

◎◎
　１
年

【問い合わせ先】九州農政局 統計部 統計企画課 地域統計室
☎０９６－２１１－９０２１

○
診
療
医
療
機
関

　

阿
蘇
立
野
病
院
の
夜
間
救
急
外
来

○
診
療
時
間
　

毎
週
金
曜
日
　

　

午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

※ 

必
ず
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
子
ど
も
さ
ん
の
場
合
は
母

子
手
帳
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
当
番
実
施
期
間
　

　

 

平
成
23
年
12
月
か
ら

　

平
成
24
年
３
月
ま
で

○
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
郡
市
医
師
会

　

☎
３
４
‐
０
７
１
６

阿
蘇
郡
市
医
師
会
の

夜
間
救
急
当
番
が
始
ま
り
ま
す

く ら し の お 知 ら せ
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募集人員 資格 受付期間 試験期日 試験種目 待遇等

高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

約２６０名
（予定）

中卒（見込含
む）、１７歳未
満

～

（１次試験）

（試験場）
阿蘇市

国・社・数・理
・英（択一式）
・作文（５００
字程度）

※生徒手当月額
９４,９００円

※ 期末手当２回
　（６月・１２月）
※ 週休２日制、祝
日・年末年始休
暇等

（２次試験）

～
（１次合格者）
口述試験・身体
検査

貸
費
学
生
（
技
術
）

約１０名
（予定）

大学の理学部・
工学部の３・４
年次、又は大学
院を終える年の
４月１日現在で
２６歳未満・大
学院在学者は
２８歳未満

～ （試験場）
陸上：健軍駐屯地
海上：徳島基地

英・数・物・化
・小論文・口述
試験・身体検査

陸上自衛隊高等工科学校生徒・貸費学生採用試験
　高等工科学校生徒とは、将来、陸上自衛隊において高機能化・システム化さ
れた装備品を駆使・運用するとともに、国際社会においても自信をもって対応
できる自衛官となる者を養成するために中学校卒業予定者等を対象に採用する
制度です。
　貸費学生とは、現在、大学および大学院（専門職大学院を除く）で医学、歯
学、理学、工学を専攻している学生で、卒業（修了）後、その専攻した学術を
活かして引き続き自衛隊に勤務する意志を持つ者に対し防衛省より学資金が貸
費される制度です。

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
お

り
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取

て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
、
林
業
の
仕
事
を

し
て
い
た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共

へ
加
入
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い

方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　

罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び

被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
各

種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退

職
金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ

た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の
範
囲

に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
支
部
又
は
本
部
へ
お
問
い
合

わ
せ
、
ご
相
談
下
さ
い
ま
す
様
お

願
い
し
ま
す
。

○ 

問
い
合
わ
せ
先
　

独
立
行
政
法

人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
‐
５
４
０
０
‐
４
３
３
４

※
詳
し
く
は
ホ

ム
ペ

ジ
で
も

　

ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.rin

taikyo.
taisyokukin.go.jp/

林
業
退
職
金
共
済
制
度（林

退
共
）

く ら し の お 知 ら せ

〈問い合わせ先〉自衛隊熊本地方協力本部阿蘇地域事務所　☎２２‐４５７５
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